
 

 

 

 

 

 

 

 

１  バンコクでの主な活動概要 

(1) アジア循環型都市宣言（ACCD）創設都市発表 

イクレイ日本・バンコク都と、「ACCD 創設都市」を共同発表します。同宣言制度の発起

都市である横浜市長が基調講演を行うとともに、イクレイ日本が、横浜市・バンコク都を含

め、同宣言制度の全ての創設都市（ACCD で中核的な役割を担う都市）を初めて発表し

ます。 

(2) 横浜・バンコク 都市間連携覚書更新署名 

2013 年に「持続可能な都市発展に向けた技術協力に関する覚書」を締結して以降、長

年にわたり環境分野で協力関係を築いてきた横浜市とバンコク都は、アジア循環型都市

宣言制度の創設を契機に、宣言制度の発展に係る協力を、両都市の覚書に新たに盛り込

み、更新覚書への署名を実施します。 

(3) 国際会議「Sustainability Week Asia」でのグリーン社会に向けた本市政策ＰＲ 

国際メディアのエコノミスト・グループが主催する国際会議「Sustainability Week 

Asia」の招待を受け、山中市長がパネルディスカッションに登壇し、横浜市が推進するサ

ーキュラーエコノミーの先進的な取組等について発信するとともに、循環型都市のアジア

地域におけるさらなる普及・拡大を呼びかけます。 

(4) 国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）との連携強化 

国連 ESCAP は、2027 年に横浜で開催する第９回アジア太平洋都市フォーラム

（APUF-9）の共同主催機関です。このたび、山中市長がションビ・シャープESCAP事務局

次長と会談を行い、同会議の開催に向けた協議を進めるとともに、APUF-9 の公式ロゴを

発表します。また、ESCAP の協力の下でとりまとめた横浜市の SDGｓ進捗報告書「自発的

自治体レビュー（VLR）」をＥＳＣＡＰに報告します。 
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バンコクで、「アジア循環型都市宣言制度」 創設都市を発表します 

～アジア太平洋地域の循環型社会への移行を加速・先導します～ 

 

 

裏面あり 

山中 竹春 横浜市長が 3月 25 日にバンコクを訪問し、両都市の都市間連携の覚書更新を

通し、横浜市の先導により創設された国際枠組み「アジア循環型都市宣言制度」の推進に向けた

連携を強化するとともに、イクレイ日本・バンコク都と、「アジア循環型都市宣言制度」の創設都市

を共同発表します。 

また、世界的な経済紙を発行する「エコノミスト」グループからの招待を受け、アジア太平洋地域

の政府・企業トップ等が参加する、持続可能性に関するハイレベル国際会議「Sustainability 

Week Asia」にアジア太平洋地域の自治体首長としてはじめて登壇し、循環型都市への移行

を先導する横浜市の取組を発信します。 

加えて、バンコク訪問の機を捉え、アジア太平洋地域の経済・社会・環境分野の持続可能な発

展を支援する国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）や国際機関幹部と会談を行い、国際

機関との戦略的な連携を強化します。 

これらの発信や議論を通して、循環型社会の形成に貢献するとともに、アジア太平洋地域を代

表する循環型都市としての国際プレゼンスを向上させます。 



 

 

２ 期間及び行程（予定） 

2026年 3月 24日（火）～３月 26日（木）  

日程 内容 

３月 24日（火） ・日本発（夜） 

３月 25日（水） ・バンコク着 

・持続可能性に関する国際会議「Sustainability Week Asia」登壇 

・バンコク都知事との会談 

・横浜・バンコク都市間連携覚書署名 

・アジア循環型都市宣言（ACCD）創設都市発表・登壇 

・国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）事務局次長との会談 

・国際機関幹部との会談 

・バンコク発 

3月 26日(木) ・日本着（朝） 

 

<アジア循環型都市宣言制度> 

アジア地域における循環型都市の推進を後押しする国際的な制度として、横浜市が発起都市

となり、アジア都市のリーダーと共に設立を要望した結果、昨年 11月横浜市主催の国際会議「ア

ジア・スマートシティ会議 2025」 の中で、イクレイ日本によって創設されました。発起都市であ

る横浜市は同会議の中で署名し、第一号署名都市となりました。 

イクレイ日本は、３月末までに参加した都市について、同宣言制度の今後の発展の中核的な役

割を担う「創設都市」として位置づける予定です。 

 

＜イクレイ（持続可能な都市と地域をめざす自治体協議会）＞ 

世界 2,500 以上の自治体による都市ネットワークとして、国連に対して自治体を代表した発

言を行うなど、持続可能な都市と地域の実現を目指しています。イクレイ日本は、イクレイの日本

事務所として、国内自治体とイクレイの国際ネットワークをつなぐ役割を担っています。 

 

＜国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）＞ 

国連の経済社会理事会が設置する 5 つの地域委員会の一つで、アジア太平洋地域の経済発

展や社会開発に関する調査研究や勧告等を任務とする、バンコクに本部を置く組織です。横浜

市は、ESCAP と共同で、2027 年８月 31 日から９月３日に、第９回アジア太平洋都市フォーラ

ム（APUF-9）を横浜で開催します。APUF は、持続可能な都市開発分野におけるハイレベル・

プラットフォームで、国、都市、国際機関、民間セクターのリーダーらが一堂に会する、アジア太平

洋地域最大級のマルチステークホルダー会合です｡４年ごとの開催で､今回が日本初開催となり

ます。 

 

 

 

お問合せ先 

国際局グローバルネットワーク推進課グローバル都市戦略推進担当課長 

   伊藤 恵美 Tel 045-671-4709 


